
御
本
尊
の
御
取
り
扱
い
に
つ
い
て

Λ

文

献

と

そ

の

管

見

Ｖ

山

口

範

道

本
尊
問
答
抄
に
曰
く

「
本
尊
と
は
勝
れ
た
る
を
用
う
べ
し

」
、

目
的
が
成
仏
で
あ
れ
ば
、
仏
の
決
定
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
三
世
十

方
の
諸
仏
菩
薩
の
証
明
す
る
最
勝
無
上
の
も
の
で
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
文
底
秘
沈
抄
に
引
文
し
て
曰
く

「
た
と
い
発
心
真
実
な
ら
ざ
る

者
も
正
境
に
縁
す
れ
ば
功
徳
猶
多
し
、
若
し
正
境
に
非
ず
ん
ば
、

た
と
い
偽
妄
な
き
も
亦
種
と
な
ら
ず
、
故
に
す
べ
か
ら
く
本
尊
を

簡
ん
で
以
て
信
行
を
励
む
べ
し

」
、
大
衆
は
愚
に
し
て
賢
な
り
と

云
う
が
、
宗
教
に
無
智
の
衆
生
は
余
り
に
も
多

い
。
日
有
上
人
仰

曰
く

「
当
宗
は
能
所
共
に

一
文
不
通
の
愚
人
の
上
に
建
立
さ
れ
た

る
宗
旨
で
あ
る

」
と
、
た
め
に
本
尊
の
正
邪
を
論
判
す
る
こ
と
は

弘
教
の
根
本
の
掟

で
あ
る
。

日
淳
上
人
曰
く

「
宗
教
の
正
邪
は
本
尊
に
よ

っ
て
決
定
せ
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
淳
全
九
八
六

）

破
邪
顕
正
の
折
伏
行
の
究
極
は
、
本
尊
の
正
邪
を
論
義
論
正
す

る
こ
と
で
あ
る
。

当
宗
は
六
百
年
来
、
戒
檀
大
御
本
尊
を
信
仰
奉
り
、
御
開
山
上

人
よ
り
己
来
血
脈
に
あ
る
歴
代
法
主
上
人
直
授
相
伝
御
書
写
の
本

尊
を
中
心
に
、
以
て
大
聖
人
の
正
義
を
伝
持
し
来

っ
て
い
る
の
で

あ
り
、
当
宗
の
他
宗
に
勝
出
す
る
と
こ
ろ
は
、
総
本
山
か
ら
末
寺

信
徒
宅
に
至
る
迄
、
宗
祖
開
山
の
御
本
尊
御
取
り
扱
い
の
制
規
に

則
り
疑
義
な
き
本
尊
を
安
置
奉

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

御
法
主
上
人
を
中
心
に
、
こ
の
制
戒
を
守
る
こ
と
は
正
法
正
義

を
守
る
こ
と
で
あ
り
、
血
脈
の
正
統
と
清
浄
を
伝
持
す
る
こ
と
で

あ
る
。
正
統
正
系
に
あ
る
僧
俗
は
弘
法
の
立
場
に
於
い
て
そ
の
異
る
面

が
あ

っ
て
も
、
共
に
大
聖
人
の
信
者
で
あ
る
。

（
大
聖
人
は
両
巻
抄
に
「
師
弟
は
三
世
常
恒
不
変
の
約
束
な
り

」

と
、
又
最
蓮
房
抄
に
「
在
々
諸
の
仏
土
に
師
と
倶
に
生
ぜ
ん

」
と

説
か
れ
、
日
寛
上
人
は

「
師
弟
倶
に
三
世
常
住
な
り

」
（
四
―
二

五
四

）
と
説
か
れ
て
い
る
。）

数
百
年
来
の
御
本
尊
取
り
扱
い
の
厳
戒
を
堅
固
に
伝
持
す
る
た

め
に
宗
祖
開
山
己
来
の
之
が
た
め
の
制
規
に
つ
い
て
の
光
言
を
再

拝
し
て
認
識
を
深
め
護
法
と
己
の
信
心
の
た
め
の
糧
に
し
た
い
と

思
う
の
で
あ
る
。

＊

唯
授

一
人
血
脈
相
伝
に
あ
ら
せ
ら
れ
る
歴
代
法
主
上
人
の
御
開

一扉
特
別
御
説
法
に
曰
く

「
当
宗
に
於
い
て
授
与
す
る
処
の
御
本
尊

は

一
切
衆
生
に
下
し
置
か
れ
た
る
此

（
戒
壇

）
の
御
本
尊
の
御
内
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証
を
代
々
の
貫
主
職

一
器
の
水
を

一
器
に
潟
す
が
如
く
直
授
相
伝

の
旨
を
以
て
之
を
写
し
奉
り
授
与
せ
し
む
る
事

」
な
り
云
云
。

吾
々
信
者
に
授
与
賜
わ
る
御
本
尊
は
、
血
脈
付
法
の
法
主
上
人

が
、
戒
壇
の
大
御
本
尊
を
直
授
相
伝
の
意
を
以
て
御
書
写
奉
り
御

下
附
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
こ
の
御
説
法
に
厳
と
し
て
明

示
あ
っ
て
、
こ
の
制
規
を
伝
承
護
持
す
る
の
が
当
宗
の
み
で
あ
る
。

御
相
伝
書
に
曰
く
「
不
渡
余
行
、
不
雑
余
事

」
と
。

滅
後
七
百
年
の
今
日
よ
り
立
返

っ
て
そ
の
沿
革
を
見
る
に
、

弘
安
五
年
十
月
の
相
伝
書
御
本
尊
七
箇
之
相
承
に
曰
く

「
本
尊

書
写
の
事

一
向
に
日
興
之
を
書
写
し
奉
る
可
き
こ
と
勿
論
な
る
の

み
」
（
聖
三
八
〇

）

同
十
月
の
本
因
妙
抄
に
曰
く

「
本
尊
の
大
事
は
日
蓮
嫡
々
の
座

主
の
伝
法
な
り
、
塔
中
相
承

一
人
の
血
脈
な
り

」
（
同
三
五

一
）

右
は
共
に
日
興
上
人

へ
の
唯
授

一
人
の
相
伝
で
あ
る
。

上
代
の
興
門
派
で
貫
主
以
外
の
僧
で
、
模
刻
し
て
御
制
戒
に
触

れ
た
者
が
五
人
位
あ

っ
た
が
、
そ
の
数
は
十
体
に
充
た
な
い
。
も

ち
ろ
ん
こ
れ
ら
の
者
は
血
脈
相
承
を
有
す
る
正
統
の
大
石
寺
の
僧

で
は
な
か

っ
た
。
而
も
そ
れ
ら
は
開
山
滅
後
五
十
七
年
に
し
て
こ

の
行
為
は
止
ん
で
い
る
、
傍
系
で
あ
っ
て
も
取
り
扱
い
の
制
戒
を

重
ん
じ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

（
講
録
五
〇
三

）

こ
れ
に
対
し
、
日
昭

。
日
朗

。
日
向
門
流
の
所
謂
身
延
派
等
の

血
脈
相
伝
の
な
い
他
山
で
は
、
上
代
よ
り
乱
作
さ
れ
今
に
至
る
も

止
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
有
様
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
こ
れ
ら
の

も
の
は
制
戒
を
犯
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
も
と
よ
り
不
相
伝
家

の
輩
で
あ
り
、　
一
と
し
て
正
境
と
な
る
も
の
で
は
無
い
の
で
あ
る
。

正
統
正
系
の
富
士
大
石
寺
で
は
古
来
他
門
の
僧
の
破
戒
行
為
を

「
他
山
の
石
以
て
玉
を
攻
む
べ
し

」
（
経
詩

）
と
し
て
、
宗
祖
開

山
の
御
本
尊
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
制
規
を
守
る
た
め
に
六
百
年

の
今
日
迄
鋭
意
努
力
を
傾
注
精
進
を
し
て
来
て
い
る
の
で
あ
る
。

興
門
派
に
於
い
て
も
日
尊
上
人
は

「
本
尊
書
写
の
事
、
付
弟

一

人
之
を
書
写
し
奉
る
べ
き
由
日
興
上
人
御
遺
誡
な
り

」
（
宗
二
―

四

一
八
）
と
書
留
め
ら
れ
、

日
有
上
人
の
門
に
あ
っ
て
日
教
師
は
「
本
尊
書
写
付
法
の
導
師

は

一
人
に
て
御
座
す
べ
き
な
り
…
…
富
士
門
跡
に
は
貫
主

一
人
よ

り
外
は
書
き
奉
ら
ず

」
（
要
二
―
二
八
六

）
と
、
こ
れ
は
日
有
上

人
の
化
儀
抄
か
ら
拝
し
て
も
窺
え
る
如
く
、
時
の
貫
主
で
あ
る
日

有
上
人
の
厳
誡
を
聴
聞
し
文
章
に
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

日
主
上
人
は

「
富
士
の
他
山
は
遺
状
を
も

っ
て
相
い
伝
え
、
大

石
寺
は
御
本
尊
を
以
て
遺
状
せ
ら
れ
候
、
是
れ
即
ち
別
付
属
唯
授

一
人
の
意
な
り
、
大
聖
人
よ
り
本
門
戒
壇
御
本
尊
、
興
師
よ
り
正

応
の
御
本
尊
法
体
御
付
属
な
り
、
是
の
如
く
御
本
尊
の
処
肝
要
な

り

」
（
宝
文

）
他
門
徒
に
は
教
の
み
あ

っ
て
根
源
の
本
尊
が
な
い

の
で
あ
る
。
当
宗
は
根
源
の
大
御
本
尊
が
在
す
故
に
唯

一
の
正
系

で
あ
る
の
で
あ
る
。
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そ
の
正
系
大
石
寺
で
は
血
脈
相
伝
の
法
主
上
人
に
よ
っ
て
御
本

尊
取
り
扱
い
の
制
規
は
厳
守
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

日
応
上
人
も

「
富
士
門
跡
に
於
い
て
は
嫡
々
付
法
の
導
師

一
人

に
限
り
て
本
尊
を
書
写
し
奉
る
べ
く
事
は
興
尊
の
遺
誡
な
り

」

（
法
之
道
四
六
七
）
と
強
調
さ
れ
て
を
り
。

日
亨
上
人
も

「
曼
茶
羅
書
写
、
本
尊
授
与
の
事
は
宗
門
第

一
の

尊
厳
の
化
儀
な
り
…
…
開
山
上
人
は
曼
茶
羅
転
授
に
つ
い
て
も
之

を
鄭
重
に
な
し
結
び
、
尊
師
は
宗
門
未
有
の
弘
通
者
な
れ
ど
も
自

ら
曼
茶
羅
を
書
写
せ
ず
、
然
る
に
余
門
流
の
僧
侶
不
相
伝
の
儘
、

み
だ
り
に
曼
茶
羅
を
書
き
散
ら
し
て
、
僣
越
の
逆
罪
と
も
思
わ
ざ

る
の
み
な
ら
ず
、
無
法
無
瓶
の
甚
し
き
も
の
、
八
大
地
獄
は
彼
等

の
た
め
に
門
を
開
け
り
慎
ま
ざ
る
べ
け
ん
や
…
…
数
百
年
宗
門
の

真
俗
能
く
祖
意
を
守
り
て
荀
く
も
授
与
せ
ず
書
写
せ
ず
、
以
て
寛

仁
の
化
儀
に
馴
る
る
こ
と
無
か
り
し
は
、
実
に
宗
門
の
幸
福
な
り

し
な
り

」
（
富
三
―

一
一
二
）
と
、

又
曰
く

「
御
真
筆
を
形
本
に
刻
む
と
い
う
こ
と
は
恐
れ
あ
る
こ

と
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」
（
全

一
四
二
六

）

「
堅
樹
日
好
が
日
興
上
人
の
曼
茶
羅
を
模
刻
し
て
自
己
の
信
徒

に
頒
布
し
た
こ
と
が
あ
る
の
は
、
開
山
上
人
の
御
制
規
を
犯
し
て

い
る
こ
と
は
否
定
出
来
な
い
。
近
古

に
石
山
か
ら
堅
筆
の
小
幅
を

形
木
に
し
た
の
が
出
た
こ
と
が
あ
り
Ｐ
　
そ
れ
が
は
た
し
て
事
実

な
ら
ば
重
大
事
件
で
は
な
か
っ
だ
ろ
う
か
、
願
わ
く
ば
伝
持
の
人

は
こ
れ
を
返
納
し
て
、
た
が
い
に
清
浄
信
に
住
し
た
い
も
の
で
あ

る
」
（
日
全
四
五
四

）
と
念
達
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

上
記
諸
文
は
宗
祖

。
開
山
の
御
本
尊
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
制

規
を
直
授
相
伝
に
あ
ら
せ
ら
れ
る
歴
代
上
人
が
、
現
当
に
亘

っ
て

宗
義
に
微
少
た
り
と
も
汚
点
の
触
れ
る
事
を
畏
れ
念
慮
の
御
高
説

を
さ
れ
た
も
の
の

一
部
で
あ
る
が
、
こ
の
制
戒
を
遵
守
す
る

一
貫

し
た
精
神
と
行
為
は
他
宗
他
門
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で

あ
り
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
が
、
末
代
に
於
い
て
当
宗
の
み
大
聖
人
の

正
義
を
護
持
す
る
唯

一
の
宗
派
と
云
え
る
所
以
で
あ
る
。

近
代
に
至

っ
て
更
に
此
の
尊
厳
の
化
儀
を
明
文
化
し
、
宗
制
宗

規
十
四
条
に
は
「
法
主
は
本
尊
を
書
写
し
授
与
す

」
と
、
又
同
二

百
四
十
九
条
で
は

「
法
主
の
権
限
な
く
し
て
本
尊
を
書
写
し
た
者

は
績
斥
に
処
す

」
（
取
意

）
と
厳
規
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

又
御
本
尊
御
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
申
請
手
続
、
開
眼
入
仏
式

等
の
細
日
に
つ
い
て
は
別
に
条
文
を
設
け
て
制
規
遵
守
の
徹
底
を

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

御
入
滅
後
昭
和
の
今
日
に
至
る
迄
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
文

献
を
粗
見
す
る
に
何
れ
も
僧
侶
の
違
法
を
誡
め
ん
が
た
め
の
も
の

で
、
在
家
信
徒

へ
の
誠
は
そ
の
例
が
見
え
な
い
の
は
、
万

一
に
も

制
戒
に
触
れ
る
者
が
あ
れ
ば
そ
れ
は
僧
侶
以
外
に
な
い
の
で
あ
る

と
い
う
不
文
律
が
当
流
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
化
儀
化
法
等
に
っ

い
て

一
時
的
に
で
も
異
議
を
は
さ
む
者
が
出
来
す
る
事
が
あ

っ
て
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も
、
根
源
の
御
本
尊
取
り
扱

い
に

つ
い
て
は
傍
系

の
如
く
制
規
を

犯
す
僧
俗
が
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

い
つ
の
世
代

に
あ

っ
て
も
邪
魔
低
級
な
本
尊
乱
立
す
る
宗
教
界

の
中

に
法
主
上
人
を
中
心

に
正
系
門
流
厳
と
し
て
富
士

に
あ
り
ど

い
う
根
源
の
厳
戒
を
守
護
伝
弘
す
る
堅
固
な
姿
勢
を
持
続

し
て
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
（
昭
和
五
十
三
年
十

二
月
稿

）

（
本
稿
は
Ａ
大
幹
部
よ
り

「
最
近
御
本
尊

の
取
り
扱

い
の
話
が

あ
り
備
忘

の
た
め
に

一
文
を
草
し
た
も

の
で
あ
る

）


